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平成２８年熊本地震による放送関係の被害状況等について（地上放送（テレビ、AM、FM）関係） 

○ 南阿蘇中継局（ＮＨＫ（テレビ・ＦＭ）、民放テレビ４社、民放ＦＭ１社） 

 ・ 地震の影響で中継局の局舎が傾き、地盤に亀裂が入る等危険な状態。 

 ・ 発災後（上表参照）に停波し復旧した後、非常用発電機により放送継続していたが、商用電源の復旧の見通しが立たないことや現地の 
  危険な状況等も踏まえ、同中継局の使用継続は困難と判断。仮設中継局（観音桜展望台）を設置。 

 ・ ＮＨＫ（テレビ・ＦＭ）は５/１８、民放テレビ４社は５/１６、民放ＦＭ（FM熊本）は５/９より、それぞれ仮設中継局からの放送に切替え。 

事業者名 中継局名 
被害状況 

復旧状況 
発生日時（停波時間） 被害の原因 

ＮＨＫ 

南阿蘇局 

（テレビ、ＦＭ） 

4/16 （土）18:20～4/17(日）10:45 

（16時間25分） 
停電後、非常用発電機の故障 

発電機の修理により復旧 

（商用電源復旧の見通し立たず） 

大矢野湯島局 

（テレビ） 
4/16 （土）9:26～13:19 
（3時間53分） 

停電後、非常用電源（バッテリー）

が故障 

発電機を持ち込み復旧 

（その後、商用電源復旧） 

民放テレビ ４社： 

（熊本放送 

熊本県民テレビ 

テレビ熊本 

熊本朝日放送） 

熊本局（テレビ） 
4/16（土） 1:57～2:30 

（33分） 
停電後、非常用発電機起動せず 

発電機の手動起動により復旧 

（その後、商用電源復旧） 

砥用局（テレビ） 
4/16（土） 9:55～11:20 

（1時間25分） 
停電後、非常用発電機の停止 

発電機の再起動により復旧 

（その後、商用電源復旧） 

民放ラジオ： 

熊本放送 

(ラテ兼営） 

蘇陽北局 

（ＡＭ） 
4/16（土） 1:25～4/18 15:45 
（62時間20分） 

アンテナの破損 
アンテナの修理により復旧 
（その後、商用電源復旧） 

おおやのゆしま 

そようきた 

ともち 

停波の状況 

中継局の被害 
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元の中継局（夜峰山山頂） 

仮設中継局（観音桜展望台） 
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 ○ 南阿蘇中継局については、停電が続き、非常用発電機で放送を継続してきた、現地の危険性等から使用継続が困難 

  となり送信停止（ＮＨＫ 5/18、民放 5/16）し、やむを得ず仮設中継局に切替え。 

 ○ 仮設中継局に切り替えたことに伴い難視聴となっている世帯について、現在、既に放送事業者（ＮＨＫ・民放）において、 

  「既存アンテナの方向調整」、「高性能アンテナ設置」などの対応を進めている。 

   （６月２日（木）現在、相談件数は 約１，０５０件、うち、約９５０件について対応済み。） 

 ○ このうち、共聴施設の新設が必要となる地区について国が支援を行う。 (熊本地震復旧等予備費を使用。）  

南阿蘇中継局に関する対応（被害状況及び仮設中継局への切替え） 



予備費によるテレビジョン放送難視聴対策事業＜平成28年5月31日閣議決定＞ 

○所要額   ６０百万円  

  ○ 南阿蘇村夜峰山山頂に設置されている南阿蘇テレビジョン中継局について、熊本地震の被害により、使用の 

   継続が困難となり、放送停止（ＮＨＫは５月１８日（水）、民放は同１６日（月）にそれぞれ停止。） 

  ○ このため、別の場所（観音桜展望台）に設置した仮設中継局から放送を実施しているが、送信場所の変更で 

   これまで元の南阿蘇中継局の放送を視聴していた世帯のうち、難視聴となる世帯が発生。 

  ○ このうち、アンテナの調整等では対応できず、共聴施設の新設が必要となる地区について、共聴施設の整備 

   対策を実施し、余震、土砂崩れ等、今後も自然災害が発生する可能性がある中、災害情報等を住民に迅速かつ 

   確実に伝達するための施設を緊急に整備する。 

   （元の中継局は、商用電源の回復の見込みがなく、地盤も危険な状況にあり、同じ場所での中継局の再建は困難な状況。） 

○対策内容 
 ・補助対象    共聴施設の整備 
 ・事業主体    共聴組合 

受信点設備 

線路アンプ調整 
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平成２８年熊本地震において開局した臨時災害放送局一覧 

※ 口頭による申請に対し、臨機の措置で免許を実施 

自治体名 局名 
周波数 
（ＭＨｚ） 

免許の 
日時※ 

その他 

熊本市 
くまもと 

さいがいエフエム 
７９．１ ４／１８ 

熊本シティエフエム（コミュニティ放送局）から 
機材等の支援を受けて開局。 
 
4/30に臨時災害放送局としては閉局し、コミュニ
ティ放送局に戻っている。 

甲佐町 
こうさ 

さいがいエフエム ８０．７ ４／２３ 
九州総合通信局配備の臨時災害放送局用の機
器を活用（貸与）。 

御船町 
みふね 

さいがいエフエム 
８４．７ ４／２５ 信越総合通信局配備の臨時災害放送局用の機

器を活用（貸与）。 

益城町 
ましき 

さいがいエフエム 
８９．０ ４／２７ 放送関係事業者の機器を活用。 

くまもとし 

こうさまち 

ましきまち 

みふねまち 

○ 平成28年熊本地震発生の際には、４市町（４局）において臨時災害放送局が開設。 
   平成28年5月30日現在、運用されているものは３市町（３局）。 
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臨時災害放送局に関する新聞報道 

５月２日（月）日本経済新聞 夕刊 ４月２８日（木）朝日新聞 夕刊 

○ 臨時災害放送局の開設については、新聞でも大きく取り上げられた。 

5 



九州総合通信局からのラジオ配布 

平成２８年５月１９日現在 

○ ４月20日（水） 
９市町村からの要請を受け、被災者の生活情報の確保のため、経済産業省
の協力を得て、ラジオ2,500台（うち900台はソニーより、1,000台はパナソニッ
クより無償供与）を確保 

○ ４月22日（金） 
      23日（土） 

総務省九州総合通信局から各市町村（※）に対し、ラジオを県内ラジオ局の
周波数表を添えて配布 

※ 熊本市、益城町、嘉島町、御船町、甲佐町、西原村、宇城市、南阿蘇村

及び高森町 

○ ５月７日（土） 九州総合通信局から御船町にラジオ20台を追加配布 

○ ５月９日（月） 九州総合通信局から益城町にラジオ200台（うち100台はNHKより無償供与）
を追加配布 

○ ５月11日（水） 新たにラジオ1,030台確保（全てソニーより無償供与） 

○ ５月15日（日） 益城町にラジオ925台、御船町にラジオ5台を追加配布 

 ９市町村からの要請を受け、ラジオを確保し、総務省九州総合通信局から県内ラジ
オ局の周波数表を添えて3,230台を避難所等に配布。 

総務省における対応 

6 

ましきまち かしままち みふねまち こうさまち にしはらむら う き し みなみあそむら 

たかもりまち 



熊本地震におけるインターネットを活用した放送事業者の取組 

事業者 サービス内容 

ＮＨＫ 
 NHKオンラインにおいて、４月14日の前震発生直後から18日まで、 

地震関連ニュース（総合テレビ）を同時配信。 

民間放送事業者 

 フジテレビは、ホウドウキョク（インターネット放送局）等において、地
震関連ニュースを同時及びアーカイブで配信（14日の前震発生直後
から約８時間、16日の本震発生直後から約12時間）。 

 テレビ朝日及びサイバーエージェントは、AbemaTV（インターネット放
送局）等において、地震関連ニュースを同時配信（14日の前震発生直
後から約７時間半、16日の本震発生直後から約15時間）。 

 日本テレビ及びTBSも、動画サイトにおいて、地震関連ニュースを同
時配信（日本テレビ：14日の前震発生直後から約６時間、16日の本震
発生直後から約９時間半、ＴＢＳ：14日から17日）。 

 在熊本の民放事業者は、地震関連情報を集約し、特設ページで情報
提供。 

 熊本地震において、放送事業者は、インターネット上で地震関連ニュースの同時及びアーカイ
ブ配信を実施した。また、在熊本の放送事業者は、特設ページで地震関連情報を提供した。 
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